
SDGsを

イノベーションの
機会に！

企業混合型プログラム

会場

定員

DAY1：9月27日（水）
DAY2：10月10日（火）
DAY3：10月23日（月）
各回13：00～18：00

Japan Innovation Networkオフィス他
（千代田区内幸町1-1-1 帝国ホテルタワー8階)

15-20名 （全3回に同じ方が参加）

内容

解くべき課題を特定し、
ビジネスの駆動目標を設定

[講義] イノベーションとSDGs
SDGsとUNDPの活動

[ﾜｰｸ] 解くべき社会課題の特定
ビジネスの駆動目標の設定

SHIPディスカバリープログラム【テーマ別】シリーズ５
日時

テーマ

オフグリッド発電を活用した
アジアでのビジネスを考える

参加費 340,000円（税別）／1名

お申込み・お問い合わせ先：SHIP事務局 （ship@ji-network.org / Tel.03-5510-7188）

主催：一般社団法人Japan Innovation Network / 国連開発計画（UNDP） ﾌｧｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ：三菱総合研究所

DAY1：9月27日（水）

DAY2：10月10日（火）

製品・サービス案を創出し
ビジネスモデルの原案を作成

[ﾜｰｸ] ステークホルダーの可視化
ビジネスの駆動目標の再設定

[講義] ビジネスモデルの先行事例
[ﾜｰｸ] 製品・サービス案の創出

ビジネスモデルの原案作成

DAY3：10月23日（月）

ビジネスモデルを完成

[講義] ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙｷｬﾝﾊﾞｽ（BMC）
[ﾜｰｸ] BMCを活用した

ﾋﾞｼﾞﾈﾙﾓﾃﾞﾙの磨き上げ
自社のビジネス機会の確認



SHIPディスカバリープログラム【テーマ別】シリーズ５
SHIPディスカバリープログラム【テーマ別】は、複数企業の混合グループで共創しながら、特定のSDGsのテーマ

についてビジネス機会を探るためのプログラムです。各グループで定義した「課題」を深掘りして「ビジネスで解ける
課題」に因数分解し、「解決策」(ビジネスモデル)を創出します。

プログラムは、半⽇×3回で1シリーズになっており、各回の間には個別リサーチと仮説検証のための約2週間のイ
ンターバルがあります。レクチャー、ゲストからのインプット、個⼈およびグループワーク、発表、リサーチなどからなる、
対話型ワークショップ形式のプログラムです。

シリーズ5は、SDGs達成のカギの⼀つ、「オフグリッド発電」を活⽤して、アジア地域でどのようなビジネス機会が
あるのか探索します。⽬標７：クリーンなエネルギーを起点に、⽬標９：産業の育成や、⽬標2：農業の効率
化、⽬標3：医療現場の電⼒事情改善、⽬標4：教育機会の提供、⽬標6：⽔やトイレの整備など、多岐に
わたってその活⽤を考えていきます。

⽇ 時： Day1: 9⽉27⽇（⽔） Day2: 10⽉10⽇（⽕） Day3: 10⽉23⽇（⽉）
各回13:00-18:00

場 所： Japan Innovation Networkオフィス他（千代⽥区内幸町1-1-1 帝国ホテルタワー8階）
定 員： 15-20名（5名程度の企業混合グループを形成・全3回のプログラムに同じ⼈が参加）
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：JIN専務理事 ⻄⼝尚宏
ｽﾋﾟｰｶｰ：UNDP、三菱総合研究所、スタートアップ企業、NGO、海外からの留学⽣など

2015年9⽉に国連で採択された、2030年までに国際社会が
達成すべき「持続可能な開発⽬標 (SDGs)」を
イノベーションの機会として捉え、世界中の課題の解決を企業の技
術・ノウハウで⽬指すオープンイノベーション・プラットフォームです。
Japan Innovation Network (JIN)と国連開発計画
（UNDP）が、2016年7⽉に共同で設⽴しました。
国内外の多様なステークホルダーを巻き込んだグローバルネット

ワーク「SHIPエコシステム」を形成し、そのリソースとノウハウを活⽤
しながら、企業のイノベーションを促進しています。
SDGsの達成に向けた企業のイノベーションプロセスに対応した各

種プログラム、世界の課題と企業の技術・ノウハウを結ぶオンライン
プラットフォーム「SHIPデジタルプラットフォーム」も提供しています。

SDGs Holistic Innovation Platform(SHIP)について

プログラム参加費

シリーズ数 ワークショップ数 参加⼈数 価格（税別）

1シリーズ
（約1.5か⽉）

3回 3〜5名 計1,000,000円

3回 1名 340,000円

※1シリーズで、同じテーマについてワークショップを計3回（各回5時間：13:00-18:00）開催


